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授業概要
／Course Overview

この授業は、数理・データサイエンス・AI教育プログラムの応用基礎レベルに準拠した、データサ
イエンス(DS)の科目である。応用基礎レベルは3部構成であり、それぞれ「1.AI基礎」「2.データサ
イエンス基礎」「3.データエンジニアリング基礎」からなっている。本授業では、秋学期科目「情
報社会のサービス企画」に続く内容となるように、特にデータサイエンス・データエンジニアリン
グの分野に焦点を当てながら、この分野への理解を深める。授業は動画や配布資料、Excelを利用し
て行う予定である。　

以下の「授業計画」中の☆印は教育プログラムで指定されたコア学修項目、※印基盤学修項目を指
す。　

到達目標
／Goals

（１）データサイエンス 応用基礎レベルに相当する基本的な知識を説明できる。
（２）データの内容を把握し、その傾向を理解することができる。
（３）関連する統計手法を理解し、実践することができる。

授業外での学修（予習・復習）
／Study outside of class
(preparation and review)

予習：授業で取り上げる事項について授業で紹介する参考文献をもとに調べておく。
復習：授業で説明した事項を理解しているかどうかについて、ノートを見返したり参考文献を読ん
だりして確認する。コンピュータソフトの使用方法については自分で操作し習熟を確認する

授業外学修時間
／Study time outside of class

各授業回の事前事後で4時間以上の授業外学修を要する。

評価方法
／Evaluation method

試験（60%） と授業内課題・授業参加の姿勢（40%）で評価する。

評価基準
／Evaluation criteria

AA：DS分野の応用基礎レベルの内容に関して十分な知識を有しており、統計ソフトに関しても不自
由なく使用でき、結果の読み取りも正確にできる。
A：DS分野の応用基礎レベルの内容に関して知識を有しており、統計ソフトに関しても不自由なく使
用でき、結果の読み取りもある程度できる。
B：DS分野の応用基礎レベルの内容に関して主要な知識を有しており、統計ソフトに関してもある程
度使用することができ、結果の読み読み取りも基本的なものについてはある程度できる。
C：DS分野の応用基礎レベルの内容に関して最低限の知識を得ており、統計ソフトに関しても最低限
の使用方法については理解していて、結果の読み取りもごく単純なものについてはある程度できる
。
D：DS分野の応用基礎レベルの内容に関して理解、および統計ソフトの使用方法とその結果の読み取
りについての理解がいずれも不十分である。　　

フィードバック
／Feedback

授業期間内に小テストを2回行う。

授業で使用するテキスト
／Textbooks used in the class

授業中に指示する。

参考書
／References

・川源四郎・竹村彰通（編）　　応用基礎としてのデータサイエンス　AI×データ活用の実践　講
談社
・岡田朋子（著）　数理・データサイエンス・AIのための数学基礎　近代科学社



受講者へのメッセージ
／Message to participants

MicroSoft Excel が使える環境を各自用意してください。

実務経験のある教員に関する情報
／Information about teachers
with work experience



回

授業計画詳細／Course schedule

内容 備考

1 ☆データ駆動社会とデータサイエンス
　　Society 5.0時代のデータサイエンスの活用事例

2 ☆分析設計
　データ分析の進め方　分析の設計方法

3 データの収集と観察
　データの集計　ばらつき　ヒストグラム　クロス集計　散布図　　

4 データの加工
　集計処理　データクレンジング（外れ値、異常値、欠損値）

5 データの分析
　単回帰分析　重回帰分析

6 データの可視化
　可視化の目的に応じた図表の作成　様々なグラフ

7 １回目～６回目のまとめ

8 ☆ビッグデータとデータエンジニアリング
　ICTの進展とビッグデータ　ビッグデータの活用事例

9 ☆データの表現とAIの応用分野
　コンピュータで扱うデータ　AIへの応用事例

10 ☆AIの歴史
　AIの誕生から現在まで

11 ☆AIと社会
　AI倫理と社会的受容性　プライバシーの保護と個人情報

12 ITセキュリティ
　セキュリティの3要素（機密性、完全性、可用性）　　データの暗号化
と復号　

13 ※プログラミング基礎
　文字型、整数型、浮動小数点型　変数の処理と四則演算　論理演算　関
数

14 ８回目～１３回目のまとめ

15 全体のまとめ
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